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議 会 特 別 委 員 会 組 織 会 会 議 録

令 和 二 年 九 月 十 日 開 会 午 後 一 時 二 十 一 分

○ 事 務 局 長 （ 藤 田 伸 君 ）

お 疲 れ の と こ ろ 申 し 訳 あ り ま せ ん が 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 先 ほ ど 、 議 会 改 革 特 別 委

員 会 が 設 置 さ れ ま し た の で 、 委 員 長 ・ 副 委 員 長 の 互 選 を 行 い ま す が 、 委 員 会 条 例 第 十 条 第 二 項

の 規 定 に よ り 、 年 長 の 委 員 が 委 員 長 互 選 の 職 務 を 行 う こ と に な っ て お り ま す 。

年 長 委 員 の 野 呂 日 出 男 委 員 に 委 員 長 互 選 の 職 務 を お 願 い い た し ま す 。

野 呂 日 出 男 委 員 、 委 員 長 席 に お 着 き 願 い ま す 。

（ 年 長 の 野 呂 日 出 男 委 員 、 委 員 長 席 へ 着 く ）

○ 臨 時 委 員 長 （ 野 呂 日 出 男 君 ）

委 員 会 条 例 第 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 委 員 長 が 互 選 さ れ る ま で の 間 、 委 員 長 の 職 務 を 行 い

ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

た だ 今 の 出 席 委 員 数 は 、 十 四 名 で す 。

定 足 数 に 達 し て お り ま す の で 、 た だ 今 か ら 議 会 改 革 特 別 委 員 会 を 開 会 い た し ま す 。

こ れ よ り 、 委 員 長 の 互 選 を 行 い ま す 。 委 員 長 の 互 選 の 方 法 に つ い て 、 お 諮 り い た し ま す 。

委 員 長 の 互 選 方 法 は 、 投 票 、 指 名 推 薦 の い ず れ の 方 法 で 行 い ま す か 。 前 田 信 一 委 員 。

○ 前 田 信 一 委 員

指 名 推 選 で お 願 い し ま す 。

（ ｢投 票 ｣の 声 あ り ）
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○ 臨 時 委 員 長 （ 野 呂 日 出 男 君 ）

た だ 今 、 委 員 長 の 互 選 に つ い て 、 投 票 と の 声 が あ り ま す の で 、 投 票 に よ り 行 い ま す 。

議 場 の 閉 鎖 を お 願 い し ま す 。

（ 議 場 閉 鎖 ）

準 備 の た め 、 暫 時 休 憩 し ま す 。

休 憩 午 後 一 時 二 十 四 分

再 開 午 後 一 時 二 十 五 分

○ 臨 時 委 員 長 （ 野 呂 日 出 男 君 ）

会 議 を 再 開 い た し ま す 。

た だ 今 の 出 席 委 員 数 は 十 四 名 で す 。

次 に 立 会 人 を 指 名 い た し ま す 。 会 議 規 則 第 三 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 立 会 人 に

十 三 番 浅 利 直 志 君

十 四 番 小 野 稔 君

一 番 石 澤 貴 幸 君 を 指 名 い た し ま す 。

投 票 用 紙 を 配 り ま す 。

（ 投 票 用 紙 配 布 ）

念 の た め 申 し 上 げ ま す が 、 投 票 は 単 記 無 記 名 で お 願 い い た し ま す 。 ま た 、 白 票 及 び 他 事 記 載

の 取 扱 い は 、 無 効 と い た し ま す 。

投 票 用 紙 の 配 布 漏 れ は あ り ま せ ん か 。

（ ｢な し ｣の 声 あ り ）
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投 票 箱 を 点 検 し ま す 。

（ 投 票 箱 点 検 ）

異 常 な し と 認 め ま す 。

た だ 今 か ら 投 票 を 行 い ま す 。

点 呼 に 応 じ て 、 順 次 投 票 を お 願 い し ま す 。

そ れ で は 、 点 呼 を 命 じ ま す 。 事 務 局 長 。

○ 事 務 局 長 （ 藤 田 伸 君 ）

そ れ で は 、 点 呼 を 行 い ま す の で 、 投 票 を お 願 い い た し ま す 。

（ 議 席 番 号 一 番 か ら 順 次 点 呼 し 順 次 投 票 ）

○ 臨 時 委 員 長 （ 野 呂 日 出 男 君 ）

投 票 漏 れ は あ り ま せ ん か 。

（ ｢な し ｣の 声 あ り ）

投 票 漏 れ な し と 認 め ま す 。

投 票 を 終 わ り ま す 。

開 票 を 行 い ま す 。

立 会 人 に 開 票 の 立 ち 会 い を お 願 い し ま す 。

（ 開 票 ）

○ 臨 時 委 員 長 （ 野 呂 日 出 男 君 ）

投 票 の 結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。

投 票 総 数 十 四 票 、 有 効 投 票 十 三 票 、 無 効 投 票 一 票 で す 。

有 効 投 票 の う ち
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奈 良 岡 文 英 委 員 十 票

五 十 嵐 忍 委 員 二 票

浅 利 直 志 委 員 一 票

以 上 の と お り で あ り ま す 。

よ っ て 、 奈 良 岡 文 英 委 員 が 、 委 員 長 に 当 選 さ れ ま し た 。

議 場 の 出 入 り 口 の 閉 鎖 を 解 き ま す 。

（ 議 場 閉 鎖 解 除 ）

○ 臨 時 委 員 長 （ 野 呂 日 出 男 君 ）

奈 良 岡 文 英 委 員 長 、 登 壇 の う え ご 挨 拶 を お 願 い い た し ま す 。

（ 奈 良 岡 文 英 君 登 壇 ）

○ 委 員 長 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）

み な さ ん こ の 度 は 、 議 会 改 革 特 別 委 員 長 の ご 推 挙 を い た だ き 大 変 あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ

の 責 務 の 重 さ を 考 え れ ば 、 身 が 引 き 締 ま る 思 い で ご ざ い ま す 。 こ の 議 会 改 革 特 別 委 員 会 は 多 く

の 町 民 の 声 を 吸 い 上 げ て 、 町 民 に よ り 開 か れ た 議 会 を 目 指 し て 、 委 員 長 の 職 務 を 全 う し た い と

思 い ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

○ 臨 時 委 員 長 （ 野 呂 日 出 男 君 ）

こ れ で 、 私 の 職 務 は 終 了 い た し ま し た 。 委 員 の 皆 さ ん 、 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

奈 良 岡 委 員 長 、 委 員 長 席 に お 着 き 願 い ま す 。

（ 奈 良 岡 文 英 委 員 長 、 委 員 長 席 へ 着 く ）

○ 委 員 長 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）

そ れ で は 、 こ れ よ り 副 委 員 長 の 互 選 を 行 い ま す 。 副 委 員 長 の 互 選 方 法 に つ い て 、 お 諮 り い た
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し ま す 。

副 委 員 長 の 互 選 の 方 法 は 、 投 票 、 指 名 推 薦 の い ず れ の 方 法 で 行 い ま す か 。

（ ｢指 名 推 選 ｣の 声 あ り ）

た だ 今 、 指 名 推 選 の 発 言 が あ り ま し た が 、 指 名 推 選 で 行 う こ と に ご 異 議 あ り ま せ ん か 。

（ ｢異 議 な し ｣の 声 あ り ）

異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 選 挙 の 方 法 は 指 名 推 選 で 行 う こ と に 決 定 い た し ま し た 。

そ れ で は 、 ど な た か 推 選 を お 願 い い た し ま す 。 横 山 哲 英 委 員 。

○ 横 山 哲 英 委 員

た だ 今 二 票 入 り ま し た 、 五 十 嵐 忍 さ ん を 副 委 員 長 に 推 挙 い た し ま す 。

○ 委 員 長 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）

た だ 今 、 五 十 嵐 忍 委 員 を 副 委 員 長 に 推 選 す る 発 言 が あ り ま し た が 、 こ の 指 名 に つ い て ご 異 議

あ り ま せ ん か 。

（ ｢異 議 あ り ｣の 声 あ り ）

○ 委 員 長 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）

吉 村 委 員 。

○ 吉 村 委 員

阿 部 祐 己 君 を 推 選 し ま す 。

○ 委 員 長 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）

五 十 嵐 忍 委 員 。

○ 五 十 嵐 忍 委 員

先 ほ ど 推 選 い た だ き ま し た け れ ど 、 全 く 想 定 し て お り ま せ ん で し た の で 、 私 は 辞 退 さ せ て い
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た だ き ま す 。

○ 委 員 長 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）

た だ 今 、 五 十 嵐 委 員 よ り 辞 退 の 申 し 出 が あ り ま し た の で 、 阿 部 委 員 を 副 委 員 長 に 指 名 推 選 す

る こ と に ご 異 議 あ り ま せ ん か 。

（ ｢異 議 な し ｣の 声 あ り ）

異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 阿 部 委 員 が 副 委 員 長 に 当 選 さ れ ま し た 。

阿 部 副 委 員 長 、 登 壇 の う え ご 挨 拶 を お 願 い い た し ま す 。

（ 阿 部 祐 己 君 登 壇 ）

○ 副 委 員 長 （ 阿 部 祐 己 君 ）

た だ 今 、 議 会 改 革 特 別 委 員 会 副 委 員 長 と し て 、 皆 さ ん よ り 推 し て い た だ き 、 誠 に あ り が と う

ご ざ い ま す 。 議 会 改 革 は 議 員 に な っ た 時 か ら 、 い ろ い ろ こ う し て い き た い と い う 思 い は あ っ た

の で 、 本 当 に 嬉 し く 思 い ま す 。 委 員 長 の 補 佐 を し っ か り す べ く 、 よ り 良 い 議 会 を つ く っ て い く

た め に 、 努 力 し て い き ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

○ 委 員 長 （ 奈 良 岡 文 英 君 ）

以 上 を も っ て 、 本 日 の 日 程 は 終 了 い た し ま し た 。

本 日 は 、 こ れ に て 散 会 い た し ま す 。

ど う も ご 苦 労 様 で し た 。

散 会 午 後 一 時 三 十 八 分

委 員 長 奈 良 岡 文 英


